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1 

現
代
を
生
き
抜
く
た
め
の
作
文
指
導
に
つ
い
て
の
一
考
察 

―
 

自
ら
の
生
活
に
対
峙
で
き
る
学
習
者
の
育
成
を
目
指
し
て ―

 

中

尾

雅

宏

花

坂

歩 

一

は
じ
め
に
（問
題
の
所
在
） 

近
年
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
（Facebook
）
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
（Tw

itter

）
、
ラ
イ
ン

（LIN
E

）（
※
１
）

や
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
（Instagram

）
の
よ
う
な
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（Social 

N
etw

orking Service

）が
爆
発
的
に
普
及
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
自
由
な
表

現
が
可
能
と
な
っ
た
。
人
々
の
多
く
は
、
日
常
生
活
・
社
会
生
活
の
中
で
直
面
し
た

出
来
事
・物
事
に
対
し
て
、
拡
散
や
反
応
、
共
感
や
承
認
を
求
め
、
打
ち
言
葉

（※
２
）

や
画
像
、
動
画
を
通
じ
て
伝
え
合
う
。
さ
ら
に
、
身
近
な
他
者
と
伝
え
合
う
だ
け

で
な
く
、
見
ず
知
ら
ず
の
他
者
や
不
特
定
多
数
の
他
者
と
、
い
つ
で
も
・
ど
こ
で

も
・
誰
と
で
も
つ
な
が
り
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
見

た
こ
と
や
感
じ
た
こ
と
、
ふ
と
し
た
思
い
を
直
感
的
・
感
情
的
に
あ
り
の
ま
ま
に
表

現
し
、
気
軽
に
、
つ
ぶ
や
く
よ
う
に
発
信
で
き
る
と
い
っ
た
特
徴
が
あ
る
。
し
か
し
、

そ
の
反
面
、
感
情
的
な
表
現
に
よ
っ
て
他
者
を
誹
謗
中
傷
し
て
し
ま
っ
た
り

（※
３
）

、

氾
濫
し
て
い
る
情
報
に
流
さ
れ
た
り
、
惑
わ
さ
れ
た
り
し
て
し
ま
う

（※
４
）

と
い
う
事

態
が
生
じ
て
い
る
と
い
う
事
実
に
も
目
を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
言
葉
を
選

び
、
誤
解
を
生
ま
な
い
よ
う
に
、
適
確
な
表
現
が
で
き
る
力
の
育
成
に
つ
い
て
考
え

て
い
く
こ
と
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。 

平
成
二
九
年
告
示
の
学
習
指
導
要
領
で
は
、
自
分
の
考
え
を
形
成
す
る
学
習

過
程
を
重
視
す
る
た
め
に
、
国
語
科
の
全
て
の
領
域
に
お
い
て
、「
考
え
の
形
成
」に

関
す
る
指
導
事
項
が
位
置
付
け
ら
れ
た
。
話
す
・
聞
く
・
書
く
・
読
む
活
動
に
取

り
組
む
中
で
、
学
習
者
が
考
え
た
こ
と
、
伝
え
た
い
こ
と
を
明
確
に
で
き
る
よ
う
に

授
業
を
工
夫
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

自
分
の
考
え
を
形
成
さ
せ
る
た
め
に
は
、
学
習
者
一
人
ひ
と
り
に「
自
己
」と
向

き
合
う
時
間
の
確
保
が
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、「
自
己
」と
向
き
合
わ

せ
、
自
分
の
思
い
や
考
え
を
形
成
さ
せ
る
た
め
の
手
立
て
の
充
実
が
必
要
で
あ
る
。 

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
進
展
と
い
う
現
代
性
を
ふ
ま
え
た「
書
く
こ
と
」の

指
導
の
在
り
方
や
望
ま
し
い
表
現
の
在
り
様
に
つ
い
て
の
考
察
を
試
み
る
。
対
峙
で

き
る
よ
う
な
作
文
指
導
を
模
索
す
る
。 

二

内
発
的
動
機
づ
け
か
ら「
自
己
調
整
」へ
の
促
し
の
重
要
性 

中
尾
（二
〇
一
九
）で
は
、「
自
己
」と
の
向
き
合
わ
せ
を
促
す
た
め
に
、
内
発
的

（15）

［
東
書332

］―

東
京
書
籍
『
新
編
国
語
総
合
』

［
東
書333

］―

東
京
書
籍
『
精
撰
国
語
総
合
』

［
東
書335

］―

東
京
書
籍
『
国
語
総
合

古
典
編
』

［
三
省
堂337

］―

三
省
堂『
高
等
学
校
国
語
総
合

古
典
編

［
改
訂

版
］
』

［
三
省
堂338

］―

三
省
堂『
精
選
国
語
総
合
［
改
訂
版
］』

［
三
省
堂339

］―

三
省
堂『
明
解
国
語
総
合
［
改
訂
版
］』

［
教
出341

］―

教
育
出
版
『
精
選
国
語
総
合

古
典
編
』

［
教
出342

］―

教
育
出
版
『
国
語
総
合
』

［
教
出343

］―

教
育
出
版
『
新
編
国
語
総
合
』

［
大
修
館345

］―

大
修
館『
国
語
総
合
改
訂
版

古
典
編
』

［
大
修
館346

］―

大
修
館『
精
選
国
語
総
合
新
訂
版
』

［
大
修
館347

］―

大
修
館『
新
編
国
語
総
合
改
訂
版
』

［
数
研349

］―

数
研
出
版
『
改
訂
版
国
語
総
合

古
典
編
』

［
数
研350

］―

数
研
出
版
『
改
訂
版
高
等
学
校
国
語
総
合
』

［
数
研351

］―

数
研
出
版
『
新
編
国
語
総
合
』

［
明
治353

］―

明
治
書
院
『
新
精
選
国
語
総
合

古
典
編
』

［
明
治354

］―

明
治
書
院
『
新
高
等
学
校
国
語
総
合
』

［
筑
摩356

］―

筑
摩
書
房
『
精
選
国
語
総
合

古
典
編
［
改
訂
版
］』

［
筑
摩357

］―

筑
摩
書
房
『
国
語
総
合
改
訂
版
』

［
第
一359

］―

第
一
学
習
社
『
高
等
学
校
改
訂
版
新
訂
国
語
総
合

古

典
編
』

［
第
一360

］―

第
一
学
習
社
『
高
等
学
校
改
訂
版
国
語
総
合
』

［
第
一361

］―

第
一
学
習
社
『
高
等
学
校
改
訂
版
標
準
国
語
総
合
』

［
第
一362

］―

第
一
学
習
社
『
高
等
学
校
改
訂
版
新
編
国
語
総
合
』

［
桐
原364

］―

桐
原
書
店
『
新
探
求
国
語
総
合

古
典
編
』

一
、『
伊
勢
物
語
』
の
引
用
は
、
大
津
有
一
『
伊
勢
物
語
』
（
岩
波
文
庫
、
一
九

六
四
年
）
に
よ
る
。

一
、『
源
氏
物
語
』
の
引
用
は
、
阿
部
・
秋
山
・今
井
『
日
本
古
典
文
学
全
集

源
氏
物
語
』
①
～
⑥
（
小
学
館
、
一
九
七
〇
～
七
六
年
）
に
よ
る
。

一
、『
伊
勢
集
』の
引
用
は
、
秋
山
・
小
町
谷
・倉
田
『
伊
勢
集
全
釈
』
（
角
川
書

店
、
二
〇
一
六
年
）
に
よ
る
。

一
、『
拾
遺
集
』・『
金
葉
集
』
・『
今
昔
物
語
集
』の
引
用
は
、『
新
日
本
古
典
文

学
大
系
』
（
岩
波
書
店
）
に
よ
る
。

一
、『
古
事
記
』・『
出
雲
国
風
土
記
』
・『
日
本
霊
異
記
』
・『
更
級
日
記
』
の
引
用

は
、『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
（
小
学
館
）
に
よ
る
。

一
、『
延
喜
式
』・『
三
代
実
録
』・『
日
本
紀
略
』の
引
用
は
、
新
訂
増
補
国
史

大
系
（
吉
川
弘
文
館
）
に
よ
る
。
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2 

動
機
づ
け
の
重
要
性
に
つ
い
て
考
察
し
、「
偽
り
の
な
い
自
分
（authentic

）
」

（Edw
ard L

.D
eci and R

ichard F
laste;1995

）を
形
成
す
る
た
め
に
は
、
行
動
の

開
始
段
階
や
導
入
時
に
、
自
由
に
、
あ
り
の
ま
ま
の
状
態
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い

と
い
う
こ
と
を
見
出
し
た
。 

し
か
し
、
速
水
（二
〇
一
九
）は
、「
内
発
的
動
機
づ
け
は
確
か
に
行
動
の
開
始
時

に
、
起
爆
剤
的
な
役
割
を
果
た
す
が
、
行
動
の
持
続
に
ま
で
常
に
影
響
力
を
持
つ

と
は
限
ら
な
い
」
と
し
、「
自
己
調
整
学
習
の
理
論
」
の
持
続
的
機
能
を
以
下
の
よ

う
に
紹
介
し
て
い
る
。 

自
己
調
整
学
習
と
は
他
者
か
ら
言
わ
れ
る
の
で
な
く
自
ら
持
続
的
に
学
ぶ
こ

と
が
重
視
さ
れ
、
そ
の
た
め
に
は「
予
見
」「
遂
行
」「
自
己
省
察
」の
段
階
で
、

児
童
・生
徒
が
能
動
的
に「
動
機
づ
け
」「
学
習
方
略
」「
メ
タ
認
知
」に
関
わ
っ

て
適
切
に
自
己
調
整
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
。
（四
四
頁
） 

確
か
に
、
内
発
的
な
行
動
を
喚
起
さ
れ
た
学
習
者
が
、
そ
の
行
動
を
持
続
、
継

続
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
自
分
で
自
分
を
調
整
し
続
け
て
い
く
力
が
不
可
欠
で

あ
る
。
そ
こ
で
次
に
、
自
己
調
整
学
習
の
理
論
に
注
目
す
る
。
学
習
者
が
こ
れ
ま
で

の「
自
己
」を
内
省
し
、
調
整
し
て
い
く
過
程
や
方
法
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
。 

三
「
自
己
調
整
」を
促
す
行
動
サ
イ
ク
ル 

バ
リ
ー
・
Ｊ
・
ジ
マ
ー
マ
ン
＆
デ
ィ
ル
・
Ｈ
・
シ
ャ
ン
ク
（二
〇
一
一
）は
、「
自
己
調

整
学
習
」の
理
論
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。 

自
己
調
整
学
習
は
、
学
習
者
た
ち
が
自
分
た
ち
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、

体
系
的
に
方
向
づ
け
ら
れ
た
認
知
、
感
情
、
行
動
を
自
分
で
始
め
続
け
る
諸

過
程
の
こ
と
で
あ
る
。
学
習
者
た
ち
は
自
ら
の
目
標
を
設
定
し
て
、
自
己
指

向
的
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
・
ル
ー
プ
を
つ
く
り
出
す
。
そ
の
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
、
学

習
者
た
ち
は
自
分
の
有
能
さ
を
モ
ニ
タ
ー
し
、
自
分
の
働
き
を
調
節
す
る
の

で
あ
る
。
自
己
調
整
の
で
き
る
人
は
、
目
標
設
定
に
積
極
的
に
取
り
組
み
自

己
調
整
サ
イ
ク
ル
を
使
う
の
で
、
支
え
と
な
る
動
機
づ
け
信
念
も
ま
た
し
っ

か
り
と
も
つ
。
（一
頁
） 

つ
ま
り
、「
①
自
ら
の
目
標
を
設
定
す
る
」
↓
「
②
実
際
に
行
動
（遂
行
）す
る
」

↓
「
③
反
省
的
な
立
ち
ど
ま
り
（フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
）
を
す
る
」
↓
「
④
繰
り
返
す

（ル
ー
プ
）中
で
、
自
己
効
力
感
を
評
価
、
自
認
（モ
ニ
タ
ー
）す
る
」
↓
「
⑤
さ
ら
な

る
動
機
づ
け
を
強
め
、
次
の
目
標
設
定
に
つ
な
げ
る
」と
い
う
循
環
的
な
行
動
サ
イ

ク
ル
を
生
み
出
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る

（※
５
）

。 

自
分
の
考
え
の
形
成
に
向
け
て
、「
自
己
」
と
向
き
合
い
続
け
る
た
め
に
は
、
学

習
者
が
自
ら
、
こ
れ
ま
で
の「
自
己
」を
内
省
し
、
調
整
し
て
い
く
力
の
育
成
が
重
要

で
あ
る
。
学
習
者
が
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
、
持
続
的
に
自
分
の
考
え
を
形
成
し
続
け

る
こ
と
で
望
ま
し
い「
自
己
」へと
近
づ
い
て
い
く
。 

「
自
己
調
整
」の
理
論
は
、
循
環
的
な
行
動
サ
イ
ク
ル
を
成
し
、
か
つ
、
具
体
的
な

指
導
過
程
を
も
示
し
て
い
る
。「
自
己
調
整
」の
理
論
を「
書
く
こ
と
」の
教
育
実
践

と
関
連
づ
け
て
考
察
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
有
用
な
国
語
科
指
導
理

−86−



3 

論
が
構
想
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。 

 

 
 

四 

「
自
己
調
整
」の
行
動
サ
イ
ク
ル
と
国
語
科
教
育
の
融
合
の
た
め
に 

自
己
調
整
学
習
の
理
論
の
有
用
性
を
国
語
科
教
育
に
取
り
入
れ
た
研
究
は
す

で
に
あ
る
（Barry J.Z

im
m

erm
an,Sebastian B

onner,and R
obert K

ovach;1996

、

犬
塚 

二
〇
一
二
）。
本
稿
で
は
、「
自
己
調
整
」の
行
動
サ
イ
ク
ル
を「
書
く
こ
と
」

の
指
導
、
そ
の
中
で
も
特
に「
生
活
綴
方
」の
教
育
実
践
に
注
目
し
て
考
察
を
進
め

て
い
く
。「
生
活
綴
方
」
は
、
学
習
者
自
身
の
生
活
を
あ
り
の
ま
ま
に
綴
る
こ
と
を

通
し
て
、「
自
己
」と
向
き
合
わ
せ
、
思
い
や
考
え
を
形
成
さ
せ
よ
う
と
す
る
教
育

実
践
で
あ
っ
た
（菅
原 

二
〇
〇
一
、
川
口 

二
〇
一
〇
）。
本
稿
の
考
察
に
も
有
益

な
示
唆
が
期
待
で
き
る
。 

 

 
 

四
・一 

「
自
己
」の
望
ま
し
い
表
現
の
在
り
様
の
検
討 

西
條
（二
〇
一
六
）は
、
束
縛
か
ら
の
解
放
を
目
指
す
作
文
教
育
（生
活
綴
方
教

育
）に
期
待
し
、「
子
ど
も
た
ち
は
も
と
も
と
好
奇
心
い
っ
ぱ
い
で
、
聞
い
て
聞
い
て
の

存
在
で
す
」（二
八
頁
）に
続
け
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
傍
線
は
稿
者
に
よ
る
。 

 

そ
れ
が
言
え
ず
、
表
現
で
き
な
い
と
す
れ
ば
、
表
現
し
よ
う
と
し
て
も
表
現

で
き
な
い
と
こ
ろ
に
今
の
子
ど
も
た
ち
が
立
た
さ
れ
て
い
る
か
ら
に
他
な
り

ま
せ
ん
。
一
つ
は
、
外
的
な
圧
力
を
受
け
て
自
分
の
考
え
や
思
い
を
自
ら
封

じ
込
め
て
い
る
故
に
。
も
う
一
つ
は
、
自
分
の
言
葉
で
自
分
の
（本
当
の
）思
い

や
考
え
を
表
現
す
る
こ
と
を
教
え
て
こ
な
か
っ
た
故
に
。
子
ど
も
た
ち
に
表

現
の
自
由
を
獲
得
さ
せ
、
自
分
の
思
い
を
自
分
の
言
葉
で
表
現
さ
せ
る
教
育

を
本
気
で
実
践
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
き
だ
と
思
い
ま
す
。
（二
八
頁
） 

 

稿
者
の
問
題
意
識
も
右
の
も
の
と
共
通
し
て
い
る
。「
外
的
な
圧
力
を
受
け
て
自

分
の
考
え
や
思
い
を
自
ら
封
じ
込
め
て
」し
ま
わ
な
い
よ
う
に
、
自
由
に
、
偽
り
の

な
い
認
識
で
あ
り
の
ま
ま
に
書
く
と
い
っ
た
状
態
を
学
習
者
に
認
め
る
こ
と
が
第

一
歩
と
な
る
。
そ
し
て
、「
自
分
の
言
葉
で
自
分
の
（本
当
の
）思
い
や
考
え
を
表
現

す
る
こ
と
」を
繰
り
返
し
続
け
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。 

次
か
ら
は
、
学
習
者
が
実
際
に
書
き
綴
っ
た
文
章
を
挙
げ
な
が
ら
、
望
ま
し
い

と
考
え
る
表
現
の
内
容
の
一
例
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
い
き
た
い
。 

 

〔
例
①
〕ぼ
く
は
吃
音
者 

 

ぼ
く
は
、
み
ん
な
の
よ
う
に
上
手
に
し
ゃ
べ
れ
な
い
の
で
、
毎
日
、
は
ず
か
し

い
思
い
や
、
は
が
ゆ
い
思
い
を
し
て
い
た
。
／
そ
れ
は
、
何
で
も
自
分
の
思
っ
て

い
る
通
り
に
、
す
ら
す
ら
と
う
ま
く
口
に
出
て
こ
な
い
か
ら
で
す
。
じ
ゅ
ぎ
ょ

う
時
間
に
、
先
生
の
し
つ
問
が
わ
か
っ
て
い
な
が
ら
、
手
を
上
げ
ら
れ
な
い
こ

と
が
い
く
ら
で
も
あ
っ
た
。
（中
略
）／
と
う
ち
ゃ
ん
か
あ
ち
ゃ
ん
は
し
ん
ぱ
い

し
て
今
年
の
夏
休
み
に
ぼ
く
を
羽
咋
中
学
で
開
か
れ
た
吃
音
き
ょ
う
せ
い
講

習
会
に
さ
ん
か
さ
せ
て
く
れ
た
。
（中
略
）／
講
習
を
う
け
た
お
か
げ
で
、
今

で
は
大
分
上
手
に
し
ゃ
べ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
（中
略
）／
ぼ
く
は
、
こ
ん
な

う
れ
し
い
こ
と
は
今
年
に
な
っ
て
は
じ
め
て
だ
っ
た
。
／
そ
れ
か
ら
、
先
生
に

「
大
へん
上
手
に
な
っ
た
。
」と
ほ
め
ら
れ
た
の
で
自
信
が
つ
い
た
。
／
こ
れ
か
ら

2 

動
機
づ
け
の
重
要
性
に
つ
い
て
考
察
し
、「
偽
り
の
な
い
自
分
（authentic

）
」

（Edw
ard L

.D
eci and R

ichard F
laste;1995

）を
形
成
す
る
た
め
に
は
、
行
動
の

開
始
段
階
や
導
入
時
に
、
自
由
に
、
あ
り
の
ま
ま
の
状
態
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い

と
い
う
こ
と
を
見
出
し
た
。 

し
か
し
、
速
水
（二
〇
一
九
）は
、「
内
発
的
動
機
づ
け
は
確
か
に
行
動
の
開
始
時

に
、
起
爆
剤
的
な
役
割
を
果
た
す
が
、
行
動
の
持
続
に
ま
で
常
に
影
響
力
を
持
つ

と
は
限
ら
な
い
」
と
し
、「
自
己
調
整
学
習
の
理
論
」
の
持
続
的
機
能
を
以
下
の
よ

う
に
紹
介
し
て
い
る
。 

 

自
己
調
整
学
習
と
は
他
者
か
ら
言
わ
れ
る
の
で
な
く
自
ら
持
続
的
に
学
ぶ
こ

と
が
重
視
さ
れ
、
そ
の
た
め
に
は「
予
見
」「
遂
行
」「
自
己
省
察
」の
段
階
で
、

児
童
・生
徒
が
能
動
的
に「
動
機
づ
け
」「
学
習
方
略
」「
メ
タ
認
知
」に
関
わ
っ

て
適
切
に
自
己
調
整
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
。
（四
四
頁
） 

 

確
か
に
、
内
発
的
な
行
動
を
喚
起
さ
れ
た
学
習
者
が
、
そ
の
行
動
を
持
続
、
継

続
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
自
分
で
自
分
を
調
整
し
続
け
て
い
く
力
が
不
可
欠
で

あ
る
。
そ
こ
で
次
に
、
自
己
調
整
学
習
の
理
論
に
注
目
す
る
。
学
習
者
が
こ
れ
ま
で

の「
自
己
」を
内
省
し
、
調
整
し
て
い
く
過
程
や
方
法
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
。 

 
 

 

三 

「
自
己
調
整
」を
促
す
行
動
サ
イ
ク
ル 

バ
リ
ー
・
Ｊ
・
ジ
マ
ー
マ
ン
＆
デ
ィ
ル
・
Ｈ
・
シ
ャ
ン
ク
（二
〇
一
一
）は
、「
自
己
調

整
学
習
」の
理
論
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。 

 

自
己
調
整
学
習
は
、
学
習
者
た
ち
が
自
分
た
ち
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、

体
系
的
に
方
向
づ
け
ら
れ
た
認
知
、
感
情
、
行
動
を
自
分
で
始
め
続
け
る
諸

過
程
の
こ
と
で
あ
る
。
学
習
者
た
ち
は
自
ら
の
目
標
を
設
定
し
て
、
自
己
指

向
的
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
・
ル
ー
プ
を
つ
く
り
出
す
。
そ
の
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
、
学

習
者
た
ち
は
自
分
の
有
能
さ
を
モ
ニ
タ
ー
し
、
自
分
の
働
き
を
調
節
す
る
の

で
あ
る
。
自
己
調
整
の
で
き
る
人
は
、
目
標
設
定
に
積
極
的
に
取
り
組
み
自

己
調
整
サ
イ
ク
ル
を
使
う
の
で
、
支
え
と
な
る
動
機
づ
け
信
念
も
ま
た
し
っ

か
り
と
も
つ
。
（一
頁
） 

 

つ
ま
り
、「
①
自
ら
の
目
標
を
設
定
す
る
」
↓
「
②
実
際
に
行
動
（遂
行
）す
る
」

↓
「
③
反
省
的
な
立
ち
ど
ま
り
（フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
）
を
す
る
」
↓
「
④
繰
り
返
す

（ル
ー
プ
）中
で
、
自
己
効
力
感
を
評
価
、
自
認
（モ
ニ
タ
ー
）す
る
」
↓
「
⑤
さ
ら
な

る
動
機
づ
け
を
強
め
、
次
の
目
標
設
定
に
つ
な
げ
る
」と
い
う
循
環
的
な
行
動
サ
イ

ク
ル
を
生
み
出
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る

（※
５
）

。 

自
分
の
考
え
の
形
成
に
向
け
て
、「
自
己
」
と
向
き
合
い
続
け
る
た
め
に
は
、
学

習
者
が
自
ら
、
こ
れ
ま
で
の「
自
己
」を
内
省
し
、
調
整
し
て
い
く
力
の
育
成
が
重
要

で
あ
る
。
学
習
者
が
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
、
持
続
的
に
自
分
の
考
え
を
形
成
し
続
け

る
こ
と
で
望
ま
し
い「
自
己
」へと
近
づ
い
て
い
く
。 

「
自
己
調
整
」の
理
論
は
、
循
環
的
な
行
動
サ
イ
ク
ル
を
成
し
、
か
つ
、
具
体
的
な

指
導
過
程
を
も
示
し
て
い
る
。「
自
己
調
整
」の
理
論
を「
書
く
こ
と
」の
教
育
実
践

と
関
連
づ
け
て
考
察
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
有
用
な
国
語
科
指
導
理

−87−
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も
、
習
っ
た
き
ょ
う
せ
い
法
で
が
ん
ば
ろ
う
と
思
う
。
こ
の
作
文
は
、
み
ん
な

に
ぼ
く
の
こ
と
を
、
も
っ
と
く
わ
し
く
わ
か
っ
て
も
ら
お
う
と
思
っ
て
か
い
た
の

で
す
。
（六
年
・男
子
） 日

本
作
文
の
会
編
（一
九
六
四
、
二
三
六-

二
三
七
頁
）  

 
 

こ
の
文
章
か
ら
は
、
吃
音
症
と
い
う
状
態
で
あ
る
自
身
の
事
実
と
向
き
合
い
、
両

親
の
支
え
と
共
に
、
前
向
き
に
向
上
し
よ
う
と
す
る
意
志
（思
い
や
考
え
、
感
想
）

が
細
部
に
わ
た
っ
て
読
み
取
れ
る
。 

具
体
的
に
は
、「
ぼ
く
は
、
み
ん
な
の
よ
う
に
上
手
に
し
ゃ
べ
れ
な
い
」、「
何
で
も

自
分
の
思
っ
て
い
る
通
り
に
、
す
ら
す
ら
と
う
ま
く
口
に
出
て
こ
な
い
」、「
じ
ゅ
ぎ

ょ
う
時
間
に
、
先
生
の
し
つ
問
が
わ
か
っ
て
い
な
が
ら
、
手
を
上
げ
ら
れ
な
い
こ
と
が

い
く
ら
で
も
あ
っ
た
」、「
先
生
に『
大
へん
上
手
に
な
っ
た
。
』と
ほ
め
ら
れ
た
」の
部

分
か
ら
、「
自
己
」と
向
き
合
い
、
自
身
の
内
外
の
事
実
を
あ
り
の
ま
ま
に
表
現
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。 

そ
し
て
、「
毎
日
、
は
ず
か
し
い
思
い
や
、
は
が
ゆ
い
思
い
を
し
て
い
た
」、「
ぼ
く
は
、

こ
ん
な
う
れ
し
い
こ
と
は
今
年
に
な
っ
て
は
じ
め
て
だ
っ
た
」
、「
自
信
が
つ
い
た
」
、

「
こ
れ
か
ら
も
、
習
っ
た
き
ょ
う
せ
い
法
で
が
ん
ば
ろ
う
と
思
う
」、「
ぼ
く
の
こ
と
を
、

も
っ
と
く
わ
し
く
わ
か
っ
て
も
ら
お
う
と
思
っ
て
か
い
た
」の
部
分
か
ら
は
、
自
分
の

思
い
や
考
え
、
感
想
が
読
み
取
れ
る
。 

こ
の
よ
う
に
自
身
の
事
実
と
思
い
や
考
え
を
含
め
た
作
文
を
書
け
る
よ
う
に
す

る
指
導
が
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
は
、
よ
り
一
層
必
要
な
は
ず
で
あ
る
。 

 

 
 

四
・二 

予
測
さ
れ
る
指
導
の
困
難 

西
條
（
二
〇
一
六
）
は
、
作
文
に
は「
何
を
書
い
て
も
よ
い
」
と
し
、
子
ど
も
の
権

利
と
し
て
の
表
現
の
自
由
を
認
め
る
よ
う
、
以
下
の
よ
う
に
も
述
べ
て
い
る
。
傍
線

は
稿
者
に
よ
る
。 

 

「
何
で
も
書
き
ま
し
ょ
う
」は
単
に
作
文
題
材
の
範
囲
を
横
に
広
げ
る
た
め
の

呼
び
か
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
己
を
見
つ
め
、
心
の
奥
底
に
し
ま
い
こ
ま
れ

て
い
る
感
情
（怒
り
や
不
安
、
イ
ラ
イ
ラ
悲
し
み
寂
し
さ
等
）を
汲
み
だ
し
た

り
、
批
判
精
神
を
呼
び
覚
ま
そ
う
と
す
る
呼
び
か
け
で
す
。
学
級
文
集
の
紙

面
が
、
常
に
元
気
一
色
、
楽
し
く
、
み
ん
な
や
さ
し
く
、
力
を
合
わ
せ
て
が
ん

ば
っ
て
い
る
内
容
で
埋
め
ら
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
一
面
的
で
子
ど
も
た
ち
の

現
実
を
反
映
し
て
い
な
い
と
す
る
批
判
、
即
ち
教
師
が
子
ど
も
た
ち
の
現
実

を
直
視
し
て
い
な
い
と
す
る
批
判
を
甘
ん
じ
て
受
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
で

し
ょ
う
。
心
の
中
に
た
め
込
ん
で
い
る
不
安
や
寂
し
さ
や
辛
さ
、
不
条
理
な

ど
を
表
現
す
る
自
由
を
子
ど
も
た
ち
は
獲
得
す
る
べ
き
で
す
。
（三
二
頁
） 

 

こ
の
よ
う
に
、
学
習
者
に
対
し
て
、
自
由
な
表
現
を
求
め
て
い
く
こ
と
は
、「
書
く

こ
と
」の
指
導
の
基
本
で
あ
る
。 

た
だ
し
、「
何
で
も
書
き
ま
し
ょ
う
」と
い
う
指
導
に
よ
っ
て
生
じ
る
教
育
的
な
課

題
や
困
難
に
つ
い
て
も
想
定
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
あ
り
の
ま
ま
に「
書

く
こ
と
」を
目
指
し
た
指
導
の
際
、
以
下
の
よ
う
な
作
文
も
生
じ
う
る
。 

 

−88−
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〔
例
②
〕山
津
波
で
家
が
流
さ
れ
た
こ
と 

学
校
か
ら
の
帰
り
に
、
お
か
あ
さ
ん
が
、「
す
ご
く
雨
が
ふ
る
で
。
」と
言
っ

て
迎
え
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。
／
家
に
つ
く
と
、
お
と
う
さ
ん
が
、「
川
の
水

か
さ
が
、
だ
ん
だ
ん
ふ
え
て
く
る
ぞ
。
」
と
、
言
っ
て
、
家
の
横
の
川
を
見
て
い

ま
し
た
。
（中
略
）／
ゴ
オ
ー
ッ
と
、
地
ひ
び
き
が
し
た
と
思
っ
た
ら
、
石
を
こ

ろ
が
し
て
き
た
ま
っ
黒
い
水
で
、
家
が
流
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
（中
略
）／

恐
し
い
一
夜
は
、
い
つ
も
よ
り
と
て
も
長
く
感
じ
ま
し
た
。
よ
う
や
く
明
か
る

く
な
り
は
じ
め
た
の
で
、
起
き
た
ら
、
ま
た
、
ガ
ラ
ガ
ラ
、
ゴ
オ
ー
ッ
と
音
が
し

ま
し
た
。
（中
略
）／
家
の
方
へ行
っ
て
み
た
ら
、
倉
だ
け
が
ポ
ツ
ン
と
立
っ
て
い

ま
し
た
。
お
か
あ
さ
ん
た
ち
は
、「
倉
だ
け
で
も
残
っ
た
で
よ
か
っ
た
な
あ
。
あ

り
が
た
い
こ
と
だ
。
」と
、
い
っ
て
い
ま
し
た
。
／
顔
を
洗
っ
て
、
朝
ご
は
ん
を
食

べ
よ
う
と
し
て
い
る
と
、
ま
た
も
の
す
ご
い
音
が
し
た
の
で
、
と
ん
で
行
っ
て
み

ま
し
た
。
す
る
と
、
今
ま
で
残
っ
て
い
た
倉
が
、
砂
煙
を
上
げ
て
倒
れ
る
と
こ

ろ
で
し
た
。
／
も
う
、
わ
た
し
ほ
う
は
、
み
ん
な
流
れ
て
し
ま
っ
て
、
あ
と
か
た

も
あ
り
ま
せ
ん
。
（六
年
・女
子
） 

日
本
作
文
の
会
編
（一
九
六
四
、
五
三
〇-

五
三
一
頁
） 

こ
の
文
章
か
ら
は
、「
ゴ
オ
ー
ッ
と
、
地
ひ
び
き
が
し
た
と
思
っ
た
ら
、
石
を
こ
ろ

が
し
て
き
た
ま
っ
黒
い
水
で
、
家
が
流
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
」、「
ま
た
、
ガ
ラ
ガ
ラ
、

ゴ
オ
ー
ッ
と
音
が
し
ま
し
た
。
（中
略
）家
の
方
へ行
っ
て
み
た
ら
、
倉
だ
け
が
ポ
ツ
ン

と
立
っ
て
い
ま
し
た
」、「
今
ま
で
残
っ
て
い
た
倉
が
、
砂
煙
を
上
げ
て
倒
れ
る
と
こ
ろ

で
し
た
」、「
も
う
、
わ
た
し
ほ
う
は
、
み
ん
な
流
れ
て
し
ま
っ
て
、
あ
と
か
た
も
あ
り

ま
せ
ん
」と
い
っ
た
部
分
か
ら
、
猛
烈
な
山
津
波
に
よ
る
災
害
被
害
に
直
面
し
た
と

い
う
事
実
は
詳
し
く
伝
わ
っ
て
く
る
。
し
か
し
、
こ
の
文
章
を
受
け
取
っ
た
教
師
は
、

こ
の
後
の
指
導
を
ど
う
す
べ
き
か
戸
惑
う
だ
ろ
う
。「
何
で
も
書
き
ま
し
ょ
う
」と
い

う
表
現
の
指
導
を
促
し
た
際
に
、
こ
う
し
た
作
文
が
提
出
さ
れ
得
る
と
い
う
こ
と

も
念
頭
に
置
い
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

出
来
事
や
事
件
を
あ
り
の
ま
ま
に
書
か
せ
る
指
導
は
、
災
害
や
障
が
い
、
い
じ

め
や
不
登
校
、
親
の
離
婚
や
貧
困
な
ど
の
よ
う
な
生
活
問
題
を
表
出
さ
せ
る
。
そ

の
た
め
、
事
実
に
基
づ
く
事
柄
を
詳
し
く
書
か
せ
る
作
文
の「
細
か
な
と
こ
ろ
に
ま

で
気
づ
け
る
よ
う
に
な
る
」こ
と
や「
豊
か
な
認
識
力
を
養
う
」こ
と
と
い
っ
た
教
育

的
効
果
を
認
め
つ
つ
も
、
安
易
に
推
奨
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 

次
の
例
は
、
学
習
者
が
、
心
の
中
に
た
め
込
ん
で
い
る
不
安
や
寂
し
さ
や
辛
さ
、

不
条
理
な
ど
を
表
現
し
て
い
る
文
章
で
あ
る
。 

〔
例
③
〕生
き
る
の
が
い
や
に
な
っ
た 

ぼ
く
は
、
（
中
略
）
し
か
ら
れ
る
た
め
に
生
ま
れ
て
き
た
み
た
い
だ
。
早
く

年
を
と
っ
て
死
な
な
い
か
な
と
思
う
。
こ
の
世
に
も
い
た
く
な
い
。
も
う
生
き

る
こ
と
が
い
や
に
な
っ
た
。
今
に
本
当
に
自
殺
し
て
や
ろ
う
と
す
る
気
が
し
た
。

も
う
こ
の
世
に
は
い
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
（五
年
・男
子
） 

日
本
作
文
の
会
（二
〇
〇
一
、
一
九
八
頁
） 

こ
の
文
章
は
、
教
師
に「
死
」に
相
当
す
る
苦
し
み
を
告
げ
て
い
る
。「
何
で
も
書

き
ま
し
ょ
う
」と
い
う
指
導
を
促
し
た
結
果
と
し
て
、
殺
人
や
自
殺
、
妊
娠
と
い
っ

4 

も
、
習
っ
た
き
ょ
う
せ
い
法
で
が
ん
ば
ろ
う
と
思
う
。
こ
の
作
文
は
、
み
ん
な

に
ぼ
く
の
こ
と
を
、
も
っ
と
く
わ
し
く
わ
か
っ
て
も
ら
お
う
と
思
っ
て
か
い
た
の

で
す
。
（六
年
・男
子
）日

本
作
文
の
会
編
（一
九
六
四
、
二
三
六-

二
三
七
頁
）

こ
の
文
章
か
ら
は
、
吃
音
症
と
い
う
状
態
で
あ
る
自
身
の
事
実
と
向
き
合
い
、
両

親
の
支
え
と
共
に
、
前
向
き
に
向
上
し
よ
う
と
す
る
意
志
（思
い
や
考
え
、
感
想
）

が
細
部
に
わ
た
っ
て
読
み
取
れ
る
。

具
体
的
に
は
、「
ぼ
く
は
、
み
ん
な
の
よ
う
に
上
手
に
し
ゃ
べ
れ
な
い
」、「
何
で
も

自
分
の
思
っ
て
い
る
通
り
に
、
す
ら
す
ら
と
う
ま
く
口
に
出
て
こ
な
い
」、「
じ
ゅ
ぎ

ょ
う
時
間
に
、
先
生
の
し
つ
問
が
わ
か
っ
て
い
な
が
ら
、
手
を
上
げ
ら
れ
な
い
こ
と
が

い
く
ら
で
も
あ
っ
た
」、「
先
生
に『
大
へん
上
手
に
な
っ
た
。
』と
ほ
め
ら
れ
た
」の
部

分
か
ら
、「
自
己
」と
向
き
合
い
、
自
身
の
内
外
の
事
実
を
あ
り
の
ま
ま
に
表
現
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

そ
し
て
、「
毎
日
、
は
ず
か
し
い
思
い
や
、
は
が
ゆ
い
思
い
を
し
て
い
た
」、「
ぼ
く
は
、

こ
ん
な
う
れ
し
い
こ
と
は
今
年
に
な
っ
て
は
じ
め
て
だ
っ
た
」
、「
自
信
が
つ
い
た
」
、

「
こ
れ
か
ら
も
、
習
っ
た
き
ょ
う
せ
い
法
で
が
ん
ば
ろ
う
と
思
う
」、「
ぼ
く
の
こ
と
を
、

も
っ
と
く
わ
し
く
わ
か
っ
て
も
ら
お
う
と
思
っ
て
か
い
た
」の
部
分
か
ら
は
、
自
分
の

思
い
や
考
え
、
感
想
が
読
み
取
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
自
身
の
事
実
と
思
い
や
考
え
を
含
め
た
作
文
を
書
け
る
よ
う
に
す

る
指
導
が
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
は
、
よ
り
一
層
必
要
な
は
ず
で
あ
る
。

四
・二

予
測
さ
れ
る
指
導
の
困
難

西
條
（
二
〇
一
六
）
は
、
作
文
に
は「
何
を
書
い
て
も
よ
い
」
と
し
、
子
ど
も
の
権

利
と
し
て
の
表
現
の
自
由
を
認
め
る
よ
う
、
以
下
の
よ
う
に
も
述
べ
て
い
る
。
傍
線

は
稿
者
に
よ
る
。

「
何
で
も
書
き
ま
し
ょ
う
」は
単
に
作
文
題
材
の
範
囲
を
横
に
広
げ
る
た
め
の

呼
び
か
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
己
を
見
つ
め
、
心
の
奥
底
に
し
ま
い
こ
ま
れ

て
い
る
感
情
（怒
り
や
不
安
、
イ
ラ
イ
ラ
悲
し
み
寂
し
さ
等
）を
汲
み
だ
し
た

り
、
批
判
精
神
を
呼
び
覚
ま
そ
う
と
す
る
呼
び
か
け
で
す
。
学
級
文
集
の
紙

面
が
、
常
に
元
気
一
色
、
楽
し
く
、
み
ん
な
や
さ
し
く
、
力
を
合
わ
せ
て
が
ん

ば
っ
て
い
る
内
容
で
埋
め
ら
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
一
面
的
で
子
ど
も
た
ち
の

現
実
を
反
映
し
て
い
な
い
と
す
る
批
判
、
即
ち
教
師
が
子
ど
も
た
ち
の
現
実

を
直
視
し
て
い
な
い
と
す
る
批
判
を
甘
ん
じ
て
受
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
で

し
ょ
う
。
心
の
中
に
た
め
込
ん
で
い
る
不
安
や
寂
し
さ
や
辛
さ
、
不
条
理
な

ど
を
表
現
す
る
自
由
を
子
ど
も
た
ち
は
獲
得
す
る
べ
き
で
す
。
（三
二
頁
）

こ
の
よ
う
に
、
学
習
者
に
対
し
て
、
自
由
な
表
現
を
求
め
て
い
く
こ
と
は
、「
書
く

こ
と
」の
指
導
の
基
本
で
あ
る
。

た
だ
し
、「
何
で
も
書
き
ま
し
ょ
う
」と
い
う
指
導
に
よ
っ
て
生
じ
る
教
育
的
な
課

題
や
困
難
に
つ
い
て
も
想
定
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
あ
り
の
ま
ま
に「
書

く
こ
と
」を
目
指
し
た
指
導
の
際
、
以
下
の
よ
う
な
作
文
も
生
じ
う
る
。

−89−
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た
生
死
に
関
わ
る
問
題
が
表
面
化
し
て
く
る
可
能
性
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。 

学
習
者
か
ら
こ
う
し
た
作
文
が
提
出
さ
れ
て
き
た
と
き
、
国
語
科
教
師
は
、
一

人
の
人
間
と
し
て
、
ま
た
大
人
と
し
て
、
ど
う
臨
む
べ
き
な
の
か
、
生
活
指
導
、
道

徳
指
導
の
よ
う
に
支
援
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
の
か
、
判
断
と
対
応
は
難
し
い
。 

五

お
わ
り
に
（本
稿
の
ま
と
め
） 

本
稿
で
は
、「
自
己
調
整
」の
行
動
サ
イ
ク
ル
を
踏
ま
え
、「
書
く
こ
と
」の
指
導
の

在
り
方
や
望
ま
し
い
表
現
の
在
り
様
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。 

も
ち
ろ
ん
、「
自
己
調
整
」を
促
す
た
め
の
作
文
や「
四
・
二
」で
見
て
き
た
よ
う

な
内
容
の
作
文
ま
で
、
国
語
科
教
育
の
範
疇
で
扱
う
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
考
え
も

あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
現
代
性
を
ふ
ま
え
れ
ば
こ
そ
、
国
語
科
教
育
を
通
し
て

「
自
己
」
と
向
き
合
わ
せ
、「
書
く
こ
と
」
の
認
識
と
表
現
、
内
省
の
機
能
に
よ
っ
て

「
自
己
」を
見
出
さ
せ
な
が
ら
、
自
分
の
考
え
を
形
成
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
教
師
は
、
学
習
者
に
あ
り
の
ま
ま
に
表
現
さ
せ
る
こ
と
の
危
険
性
や
困
難

性
を
飲
み
込
ん
だ
上
で
、
作
文
指
導
に
覚
悟
を
も
っ
て
臨
む
必
要
が
あ
る
。 

田
近
（二
〇
一
九
）は
、「
作
文
と
い
う
の
が
、
今
で
は
学
校
教
育
か
ら
な
く
な
り

つ
つ
あ
る
よ
う
で
す
」（六
五
頁
）と
し
て
、
生
活
教
育
と
し
て
の
作
文
の
減
少
を
悲

嘆
す
る
。
傍
線
は
稿
者
に
よ
る
。 

子
ど
も
が
主
体
的
に
自
分
の
生
活
を
書
く
と
い
う
こ
と
は
国
語
の
教
育
の
原

点
に
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
綴
方
は
形
式
的
な
文
章
作
法
で
は
な
く
、
子
ど

も
が
自
分
の
生
活
の
事
実
を
書
く
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。
子
ど
も
の
主
体
的

な
学
習
の
原
点
に
は
、
生
活
を
見
つ
め
て
書
く
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
け
れ
ど
も
今
、
そ
う
い
う
も
の
が
国
語
教
科
書
か
ら
消
え
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
（六
五
頁
） 

田
近
は
、
子
ど
も
が
自
分
の
生
活
を
自
分
の
言
葉
で
文
章
に
書
く
と
い
う
作
文

教
育
の
必
要
性
を
訴
え
て
い
る
。 

現
代
の
国
語
科
教
育
に
お
い
て
、「
自
己
」の
生
活
と
向
き
合
う
よ
う
な
作
文
教

育
は
、
時
間
的
制
約
や
指
導
と
評
価
の
困
難
性
、
実
用
的
な「
書
く
こ
と
」の
指
導

の
重
視
な
ど
に
よ
っ
て
指
導
が
図
ら
れ
づ
ら
い
と
考
え
ら
れ
る
。 

し
か
し
、
田
近
の
言
葉
に
あ
る
よ
う
な
、「
主
体
的
に
自
分
の
生
活
を
書
く
」
、

「
国
語
の
教
育
の
原
点
」、「
子
ど
も
が
自
分
の
生
活
の
事
実
を
書
く
」、「
子
ど
も
の

主
体
的
な
学
習
の
原
点
」、「
生
活
を
見
つ
め
て
書
く
」と
い
っ
た
指
導
の
必
要
性
を

感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。 

そ
の
た
め
、
こ
れ
か
ら
の「
書
く
こ
と
」の
指
導
に
つ
い
て
考
え
る
上
で
、
時
間
を

か
け
て
ゆ
っ
く
り
と「
自
己
」に
向
き
合
わ
せ
た
り
、
書
い
た
も
の
を
記
録
、
保
存
し
、

そ
の
時
々
の
思
い
や
考
え
、
感
想
を
何
度
も
繰
り
返
し
、
認
識
・
内
省
さ
せ
る
手

立
て
を
考
え
た
り
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
自
ら

の
生
活
に
対
峙
で
き
る
よ
う
な
学
習
者
の
育
成
や
指
導
を
展
望
し
て
、
そ
の
た
め

の
考
察
を
試
み
た
。 

注 

※
１

L
IN

E

は
一
般
的
に
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
ン
グ
ア
プ
リ
や
通
話
ア
プ
リ
と
分
類
さ
れ
る

−90−
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こ
と
が
多
い
が
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
そ
の
利
用
の
広
が
り
や「
ホ
ー
ム
」機
能
、「
タ
イ

ム
ラ
イ
ン
」機
能
の
追
加
に
鑑
み
、LIN

E

も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
一
つ
と
し
て
含
め
て
い
る
。 

※
２ 

文
化
審
議
会
国
語
分
科
会
（二
〇
一
八
）の「
分
か
り
合
う
た
め
の
言
語
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
（報
告
）」で
は
、「
話
し
言
葉
の
要
素
を
多
く
含
む
新
し
い
書
き
言
葉
を
、

本
報
告
で
は「
打
ち
言
葉
」と
呼
ぶ
。「
打
ち
言
葉
」は
、
主
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介

し
キ
ー
を
打
つ
な
ど
し
て
伝
え
合
う
。
か
つ
て
は
な
か
っ
た
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
形
で
あ
る
。
」（四 - 

五
頁
）と
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。 

※
３ 

誹
謗
中
傷
を
目
的
と
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
への
書
き
込
み
や
批
判
、
非
難
を

殺
到
さ
せ
収
拾
が
つ
か
な
い
状
態
に
し
て
し
ま
う「
炎
上
」、
個
人
情
報
や
顔
写
真
が

無
断
で
流
出
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
う「
晒
し
」な
ど
と
い
っ
た
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

※
４ 

個
人
の
ふ
り
を
し
て
不
確
定
の
情
報
を
発
信
す
る「
な
り
す
ま
し
」や
事
実
と
は

異
な
る
情
報
を
発
信
す
る「
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
」な
ど
と
い
っ
た
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

※
５ 

ま
た
、
ジ
マ
ー
マ
ン
＆
シ
ャ
ン
ク
（二
〇
一
一
）は
、
積
極
的
な
自
己
調
整
者
が
持

つ
特
徴
と
し
て
、「
積
極
的
な
自
己
調
整
者
は
、
（ａ
）学
習
目
標
の
設
定
、
（ｂ
）効
果

的
学
習
方
略
の
遂
行
（た
と
え
ば
、
体
制
化
、
リ
ハ
ー
サ
ル
、
ノ
ー
ト
を
と
る
）、
（ｃ
）

目
標
の
進
行
を
モ
ニ
タ
ー
し
評
価
す
る
、
（
ｄ
）
学
習
の
し
や
す
い
環
境
を
つ
く
る
、

（ｅ
）学
習
に
対
す
る
自
己
効
力
感
（つ
ま
り
、
認
知
さ
れ
た
コ
ン
ピ
テ
ン
ス
）を
も
ち
続

け
る
」（一
頁
）こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
（ａ
）～
（ｅ
）の
よ
う
な
行
動
を
、

ま
ず
は
自
分
で
、
そ
し
て
教
師
の
手
が
離
れ
た
後
で
も
、
自
ら
行
え
る
よ
う
に
な
る

こ
と
が
、
自
己
調
整
力
の
指
導
に
と
っ
て
は
重
要
で
あ
る
。 
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察
し
て
き
た
。 

も
ち
ろ
ん
、「
自
己
調
整
」を
促
す
た
め
の
作
文
や「
四
・
二
」で
見
て
き
た
よ
う

な
内
容
の
作
文
ま
で
、
国
語
科
教
育
の
範
疇
で
扱
う
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
考
え
も

あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
現
代
性
を
ふ
ま
え
れ
ば
こ
そ
、
国
語
科
教
育
を
通
し
て

「
自
己
」
と
向
き
合
わ
せ
、「
書
く
こ
と
」
の
認
識
と
表
現
、
内
省
の
機
能
に
よ
っ
て

「
自
己
」を
見
出
さ
せ
な
が
ら
、
自
分
の
考
え
を
形
成
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
教
師
は
、
学
習
者
に
あ
り
の
ま
ま
に
表
現
さ
せ
る
こ
と
の
危
険
性
や
困
難

性
を
飲
み
込
ん
だ
上
で
、
作
文
指
導
に
覚
悟
を
も
っ
て
臨
む
必
要
が
あ
る
。 

田
近
（二
〇
一
九
）は
、「
作
文
と
い
う
の
が
、
今
で
は
学
校
教
育
か
ら
な
く
な
り

つ
つ
あ
る
よ
う
で
す
」（六
五
頁
）と
し
て
、
生
活
教
育
と
し
て
の
作
文
の
減
少
を
悲

嘆
す
る
。
傍
線
は
稿
者
に
よ
る
。 

 

子
ど
も
が
主
体
的
に
自
分
の
生
活
を
書
く
と
い
う
こ
と
は
国
語
の
教
育
の
原

点
に
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
綴
方
は
形
式
的
な
文
章
作
法
で
は
な
く
、
子
ど

も
が
自
分
の
生
活
の
事
実
を
書
く
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。
子
ど
も
の
主
体
的

な
学
習
の
原
点
に
は
、
生
活
を
見
つ
め
て
書
く
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
け
れ
ど
も
今
、
そ
う
い
う
も
の
が
国
語
教
科
書
か
ら
消
え
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
（六
五
頁
） 

 

田
近
は
、
子
ど
も
が
自
分
の
生
活
を
自
分
の
言
葉
で
文
章
に
書
く
と
い
う
作
文

教
育
の
必
要
性
を
訴
え
て
い
る
。 

現
代
の
国
語
科
教
育
に
お
い
て
、「
自
己
」の
生
活
と
向
き
合
う
よ
う
な
作
文
教

育
は
、
時
間
的
制
約
や
指
導
と
評
価
の
困
難
性
、
実
用
的
な「
書
く
こ
と
」の
指
導

の
重
視
な
ど
に
よ
っ
て
指
導
が
図
ら
れ
づ
ら
い
と
考
え
ら
れ
る
。 

し
か
し
、
田
近
の
言
葉
に
あ
る
よ
う
な
、「
主
体
的
に
自
分
の
生
活
を
書
く
」
、

「
国
語
の
教
育
の
原
点
」、「
子
ど
も
が
自
分
の
生
活
の
事
実
を
書
く
」、「
子
ど
も
の

主
体
的
な
学
習
の
原
点
」、「
生
活
を
見
つ
め
て
書
く
」と
い
っ
た
指
導
の
必
要
性
を

感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。 

そ
の
た
め
、
こ
れ
か
ら
の「
書
く
こ
と
」の
指
導
に
つ
い
て
考
え
る
上
で
、
時
間
を

か
け
て
ゆ
っ
く
り
と「
自
己
」に
向
き
合
わ
せ
た
り
、
書
い
た
も
の
を
記
録
、
保
存
し
、

そ
の
時
々
の
思
い
や
考
え
、
感
想
を
何
度
も
繰
り
返
し
、
認
識
・
内
省
さ
せ
る
手

立
て
を
考
え
た
り
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
自
ら

の
生
活
に
対
峙
で
き
る
よ
う
な
学
習
者
の
育
成
や
指
導
を
展
望
し
て
、
そ
の
た
め

の
考
察
を
試
み
た
。 

 

 
 

注 

※
１ 

L
IN

E

は
一
般
的
に
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
ン
グ
ア
プ
リ
や
通
話
ア
プ
リ
と
分
類
さ
れ
る
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九
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）『
人
を
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ば
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力 

内
発
と
自
律
の
す
す
め
』、
新
曜
社 

 

附
記 

本
稿
は
、
花
坂
と
の
協
議
を
経
て
、
主
に
中
尾
が
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
本
稿
は
科
研
費
（基
盤
研
究
（Ｃ
）19k02735

）の
助
成
を
受
け
て
の
成
果
で

あ
る
。 

 

 
 

 
 

 
 

（な
か
お
ま
さ
ひ
ろ
／
大
分
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
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（は
な
さ
か
あ
ゆ
む
／
大
分
大
学
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